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意見・私見

第 29 回
 飯山市青少年芸術祭

 参 加 者 募 集
　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文化に対
する関心を高め、青少年の健全な育成と市民文化の高揚を図る
目的で、今年度も飯山市青少年芸術祭を開催いたします。

■期日会場 (1) 舞台発表の部  11月３日（文化の日）
　　　　　　　　　　　　　飯山市民会館（城山）
　　　　   (2) 作品展示の部 10 月25日（土）～ 26日（日）
　　　　　　　　　　　　　飯山市公民館（上倉）
■開催部門および種目【舞台発表の部】
　　○音楽部門（合唱　吹奏楽　合奏　等）
　　○芸能部門（民族芸能　等）
　　○演劇部門（児童劇　人形劇　等）
　　○舞踏部門（ダンス　民謡　バレエ　等）
■参加資格　原則として市内の幼・保育園児、小・中
　　　　　　学生、高校生で構成するクラブ・学校お
　　　　　　び民間活動グループとする。
■申込締切　９月12日（金）　
■申込先　  飯山市公民館　℡ :62-3342　Fax:62-5940

◇
飯
山
地
区

           

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

7
月
6
日
（
日
）
に
長
峰

ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
に
て
恒
例
の
飯
山
地
区
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
71
ペ
ア
の
参
加
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
字
町
対
抗
の
部

 〈
優　

勝
〉
上
町

 〈
準
優
勝
〉
北
町
〈
第
3
位
〉
上
倉

◇
秋
津
地
区
運
動
会
開
催

　

7
月
6
日
（
日
）
秋
津
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
恒
例
の
秋
津

地
区
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

 〈
優
勝
〉
飯
駒
〈
2
位
〉
荒
船

 〈
3
位
〉
秋
津
中
央

○
秋
津
綱
引
き
大
会

 〈
優
勝
〉
大
久
保

 〈
2
位
〉
荒
船
〈
3
位
〉
中
町

◇
第
52
回
木
島
地
区

　
　
　
　
　
市
民
運
動
会
開
催

　

7
月
27
日
（
日
）
に
熱
き
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
途
中

降
雨
中
断
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全

種
目
が
行
わ
れ
、
其
綿
チ
ー
ム
が

2
年
連
続
総
合
優
勝
に
輝
き
ま

◇
瑞
穂
地
区
大
運
動
会

　

8
月
31
日
（
日
）
朝
8
時
よ

り
瑞
穂
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
実
施
し

ま
す
。

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会
開
催

　

7
月
6
日
（
日
）
に
球
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
ソ
フ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
部

 〈
優
勝
〉
笹
川

 〈
準
優
勝
〉
四
ツ
屋
〈
3
位
〉
南
条

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

 〈
優
勝
〉
南
条

 〈
準
優
勝
〉
大
川
〈
3
位
〉
笹
川

　
※
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

◇
富
倉
区
民
旅
行
開
催

　

7
月
20
日
（
日
）
に
区
民
旅

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
目

的
地
は
寺
泊
岬
温
泉
で
す
。
地
域

の
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。

◇
第
4
回
球
技
大
会
開
催

　

7
月
27
日
（
日
）
天
候
晴
れ
。

「
法
寺
」
総
合
優
勝
！
「
中
曽
根
」

健
闘
し
準
優
勝
!!

○
総
合
順
位

 〈
優
勝
〉
法
寺

 〈
準
優
勝
〉
中
曽
根
〈
3
位
〉
顔
戸

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

 〈
優
勝
〉
顔
戸

 〈
準
優
勝
〉
中
曽
根
〈
3
位
〉
中
条

○
卓
球
の
部

 〈
優
勝
〉
中
条

 〈
準
優
勝
〉
尾
崎
〈
3
位
〉
中
曽
根

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

 〈
優
勝
〉
法
寺

 〈
準
優
勝
〉
中
曽
根
〈
3
位
〉
尾
崎

○
フ
ッ
ト
サ
ル
の
部

 〈
優
勝
〉
法
寺

 〈
準
優
勝
〉
顔
戸
〈
3
位
〉
尾
崎

◇
富
倉
峠
ま
つ
り
開
催

　

7
月
27
日
（
日
）
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
１
０
０
人
余
り
の
皆
さ

ん
の
参
加
の
も
と
、
富
倉
峠
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
峠
道
の
刈

り
払
い
を
行
い
、
峠
ま
で
の
古
道

を
、
講
師
の
望
月
静
雄
さ
ん
の
案

内
に
よ
り
、
歴
史
を
勉
強
し
な
が

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
峠
で

は
、
飲
み
物
や
豚
汁
を
頂
き
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
運
動
会

　

8
月
31
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
よ
り
泉
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
実
施
し
ま
す
。

◇
第
16
回
常
盤
地
区

　
　

 
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

7
月
13
日
（
日
）
に
市
民
体

育
館
に
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
16
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
勢
参

加
い
た
だ
き
、
楽
し
く
対
戦
で
き

ま
し
た
。

〈
優
勝
〉
大
池
〈
2
位
〉
小
沼
Ａ

〈
3
位
〉
戸
隠
〈
4
位
〉
大
倉
崎

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

　

8
月
31
日
（
日
）
午
前
8
時

よ
り
実
施
し
ま
す
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　

9
月
15
日
（
月
・
祝
）
午
後

2
時
か
ら
常
盤
公
民
館
に
て
実

施
し
ま
す
。

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　

9
月
28
日
（
日
）
に
実
施
し
ま

す
。

し
た
。

〈
優
勝
〉
其
綿

〈
2
位
〉
下
木
島
〈
3
位
〉
山
岸

◇
木
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭

　

9
月
6
日
（
土
）
午
後
2
時

よ
り
野
坂
田
慰
霊
碑
前
に
て
実
施

し
ま
す
。

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　

9
月
15
日
（
月
・
祝
）
午
後

1
時
30
分
よ
り
木
島
地
区
公
民

館
に
て
実
施
し
ま
す
。

◎
ペ
ア
の
部

○
グ
ル
ー
プ
A
（
男
・
男
チ
ー
ム
）

 

１
位 

山
崎
恒
夫
・
田
中
晴
夫
（
北
町
）

 

２
位 

小
野
芳
郎
・
北
沢
健
治
（
北
町
）

 

３
位 

清
水
晴
男
・
上
松　

猛
（
上
町
）

○
グ
ル
ー
プ
B
（
男
・
女
チ
ー
ム
）

 

１
位 

丸
山
金
四
郎
・
丸
山
法
子
（
上
町
）

 

２
位 

石
井
次
男・石
井
千
代
子
（
福
寿
町
）

 

３
位 

服
部
文
雄
・
服
部
弘
子
（
曙
町
）

○
グ
ル
ー
プ
C
（
女
・
女
チ
ー
ム
）

 

１
位 

上
野
洋
子
・
常
田
桂
子
（
奈
良
沢
）

 

２
位 

徳
竹
悦
子
・
西
沢
富
貴
（
奈
良
沢
）

 

３
位 

関
口
き
く
江
・
高
橋
和
子
（
曙
町
）

○
グ
ル
ー
プ
D
（
親
子
チ
ー
ム
）

 

１
位 

中
島
武
広
・
中
島　

亮
（
曙
町
）

 

２
位 

丸
山
真
央
・
丸
山
高
平
（
奈
良
沢
）

 

３
位 

丸
登
和
男
・
丸
登
弘
貴
（
曙
町
）

 

４
位 

蜂
谷
由
紀
世
・
蜂
谷
太
陽
（
曙
町
）

◎
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
ー
賞

　
山
崎
恒
夫
・
田
中
晴
夫
（
北
町)

◎
ブ
ー
ビ
ー
賞

　

宇
田
知
幸
・
宇
田
文
江
（
奈
良
沢
）

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　

該
当
な
し

◇
飯
山
地
区
運
動
会

　
9
月
7
日
（
日
）
午
前
8
時
30

分
か
ら
飯
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
実
施
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
の
公
民
館
事
業
に
参
加

し
、
私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
の
十

数
年
前
と
比
べ
る
と
、
地
域
の
中

で
の
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
、
一
番
に
挙
げ
ら
れ
る
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
各
地
区
独
自

の
行
事
等
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
住
ん
で
い
る
瑞
穂
地
区

中
組
区
で
は
、
毎
年
4
月
に
「
各

伍
長
対
抗
ミ
ニ
運
動
会
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
と
比
べ

て
子
ど
も
や
若
い
人
達
の
数
も
減

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

年
配
の
方
々
が
多
い
た
め
、
出
来

る
競
技
と
出
来
な
い
競
技
と
に

分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世

代
が
参
加
で
き
る
競
技
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
地
区

の
方
々
と
良
い
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
長
く
こ
の

行
事
を
継
続
出
来
た
ら
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
地
域
で
の
話
題
は
、
4

月
22
日
に
木
島
工
業
団
地
か
ら

瑞
穂
南
瑞
地
区
を
結
ぶ
広
域
農

道
が
開
通
し
た
事
で
す
。
こ
の
道

が
開
通
し
た
お
陰
で
、
私
も
飯

山
方
面
へ
向
か
う
際
、
今
ま
で
よ

り
も
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
と
て

も
便
利
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
野
方
面
か
ら
野

沢
温
泉
方
面
ま
で
通
勤
し
て
い
る

知
人
に
、
こ
の
道
を
勧
め
て
み
た

と
こ
ろ
、「
通
勤
時
間
が
短
縮
さ

れ
て
、
と
て
も
便
利
に
な
り
助
か

っ
て
い
ま
す
。」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
地
域
住
民
以
外
の
人
た
ち

も
利
用
す
る
ほ
ど
便
利
な
道
路

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
課
題
と
話
題

大
平　

和
人

瑞
穂
地
区　

中
組　執筆者の大平和

人さんは、今年、
中組地区の広報部
として、また、公民
館活動以外にも積
極的に活動してい
る２０代の若者で
す。


